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<>たくさん話しましょう!
この秋、私たちはたくさんの課題を抱えています。 7月、啓発事業の写真展と増

刊号の出版がおわり、夏の活動ホーム改装のあれこれが済むと、いよいよ懸案の

課題がせまってきました。

グループホームは、 B型移行への議論。活動ホームでは新作業所設立の検討。

「地域で生きる障害者を支える会」の家族会も、この秋はいろいろ話し合う機会が

ふえそうです。

皆で集う事、そして、これまで私たちが大切にしてきたことを振り返り、新たな活

動をするなかで、(平均年齢が高くなっても)、それなりに頑張っていきたい、と意気軒昂!!です。

<>もうひとがんばり.• • 
「障害があっても、一人ひとりの個性を尊重し、他の人々と同じように生き生きと暮らしたい」

そして重い障害があっても、その人に必要な支援があれば、親たちから自立して生活ができる事

を、会員の皆さんの応援とともに、 10年の実践の中で確かめてきたと言えます。

しかし、家族もスタップたちも一丸となって、カを合わせてきましたが、まだまだ道半ばといわざる

を得ません。私たちが、より安定し安心な形に近づくことは、これから続く仲間たちへの道作りにも

つながるのだと思います。もうひと頑張りですね。

<>生きる権利ということは
最近、重度障害の人たちを懸命に育て、支えてきた私たちにとって、見逃す事のできない話題

がありました。一つは、出生前検診、もう一つは超党派の議員連盟で考えられている尊厳死法案

です。いずれも人の生死にかかわる大変重いことで、賛否両論あることですが、障害者や患者の

サイドに立てば、おのずとわかるのではないでしょうか。

さらっと通り過ぎてはいけない、みんなで話してみたい事だι思っています。

出生前検診は、まさに「科学もここまで来たか」と思います。日本にも専門のクリニックもあります

が、これによって判っても、障害を持っている子どもを生むのかどうか。親は、たいへんな選択の苦

しみを負うことになります。(アメリカでは障害によって99%の確立で簡単に診断できるようですo) 

尊厳死法案(終末期の医療における患者の意思の尊重に関する法律案)も、どの立場に立っ

て考えるかです。“終末期"の規定にも問題がありそうですが、社会の介護や福祉体制が不十分だ

ったり、家族たちの負担を考えて、生きることを諦めていくのだとしたら、やっぱり諦めさせられるの

だとおもいます。 誰でも、同じように普通に生きでして権利があるわけですが、それを支える社会

福祉の仕組みが整わなければ、保障されているとは言えないのだとおもいます。

|ご入会・ご継続ありがとうございました|

、-M<賛助会員>
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栗原 紀 子

高畠幸子

飯 田静子

松山伊智子

稲本典代

(敬称略)

宮 邦子



-3 -

!以 仰の声 ! 
<>ステキナ映画をみまし

た..... 

この前『マイ レフト フット』という映画をみました。

;外国の脳性麻庫の人の、生まれてから成長するまでの話で、との本を書いた人の体験だっ

!たのではないかと思います。

1 私は 字幕がほとんど読めないので、あとで母にすこし説明してもらいました。でも私

;ももっと重い障害なので、画面だけでも半分は理解できたかなとおもいます。

心にのこったのは、階段からおちたお母さんを必死に助けた場面や、たくさんの兄弟や

;近所の子どもたちと一緒に遊ぶ場面はいいなとおもいました。車の付いた木の箱に載せら

iれて走り回ったり、地面の上を転がってボール遊びをしたりしていました。

私は、いつも書くことですが、たくさんの家族や、多くの人たちと、いろいろな体験を

iする事が大切だと思います。

また、主人公の彼は、途中から生活の訓糠を受けるようになりました。特に言葉の訓練

!は、ストローを使ったり......私も同じようにいろいろ訓練したなと思ってみていました。

1彼ははじめから少し芦が出ていたので、話せるようになりました。うらやましかったです。

;言葉が出ないと、文字で伝える事も、文を読む事も書くととも大変です。

私は、グループホームに入ってから、お話ができないことが一番困りました。

キ * * 
言葉の障害が軽くても、重くても、心まで伝わると言うのは、難しい事です。

映画では、大好きな先生が結婚すると聞いて、がっかりして気持ちが荒れたところがあ

;りました。

1 私も、励まされて、たくさん話をして、友達としていろいろわかってもらって、やっと

!すぐに話が通じるようになっても、いろいろなことで「サヨナラ」しなくてはならないよう

!になる人も、多いです。相手の人が結婚したり仕事を変わったり、学生だったら就職をし

iて遠くに行ったり、いろいろですが、そんな時、私はずっと心の中で泣いています。

死んでしまうのではないからと思うのだけど、自分と関係ない世界に行ってしまうとい

;うことが寂しい。電話はできなくても、手紙やメ}ノレを出す事はできるのに、置いていか

iれるようで、分かれたくないという気持ちはつらいです。

* * * 
この映画は、言葉はわからないことが多かったのですが、私も閉じ脳性まひ者で、生活

;の訓練をしたり、書や絵を描くととが好きなので、なんとなく想像する事ができました。

主人公は、たくさんのつらい思いや大変な思いをしますが、絵をかいて個展を聞いても

:らったり、本を書いたり、好きな人と結婚もします。

私も、いろいろな人に出会って教えていただいて、パソコンを覚え、お花や、革工芸を

iしたり織物もしています。それは、健常な人から見るとほんの少しの事ですが、私はじぷ

!んでも、考えるとびっくりすることがありますし、とても幸せだと思っています。

大原友子
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Happy Birthday (*^.^*)


